
 

歴史的に繰り返される大地震や、異常気象の影響か最近増えてきた竜巻やゲ

リラ豪雨。私たちの生活を脅かす災害が、各地で頻繁に起こっています。いつ

被災者になるか分からない今日、福岡は災害のない地域と言う定説の中で、平

成 17 年西方沖地震を体験し、認識を改めた人も多いのではないでしょうか。

この太宰府でも水害や土砂災害を何度も受け、さらに警固断層による地震の可

能性がささやかれ、防災に対する市民意識は高揚しています。私は、昨年の 11

月に、岩手県の大槌町の災害ボランティアセンターに入り一週間活動する中、

自然の驚異・被災者の現状を見聞きし、改めて防災とは何かを考えさせられま

した。 

 そして今年の 4 月に 14 名の仲間とともに 

「防宰ボランティアネットワーク」を組織し、 

社会福祉協議会と連携し活動を始めました。 

大規模災害の場合、重要な役割を担うのが「災 

害ボランティアセンター」です。また、被災者 

とボランティアを結びつけ、家族・家などを失い生活に希望をなくした被災者

と向かい合い、復興と自立を手伝う役割を担うのが、ボランティアセンターの

コーディネーターです。今年の防災講座は、座学にＤＩＧ（図上訓練）を取り

入れ実施し、このコーディネーターを育成していきます。 

 日常生活のなかで、いつどこで被災するか分かりません。「居安思危
こ あ ん し き

」「思
し

則有備
そくゆうび

」「有備無患
ゆ う び む か ん

」これは中国の歴史書「春秋」にでてきます。平穏な時こそ 

危険に備え対策を話し合うことが大切。災害 

を理解することが自分を助け、家族を守るこ 

とに繋がっていきます。 

 

太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター 

                        原田 保幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太宰府市 NPO・ボランティア支援センター 

平成 24年 6月 1日 

第 36号 

ボランティア活動の様子 

太宰府市の土砂災害 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E3%81%8B%E3%81%88%E3%82%8B%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90&start=175&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGHP_jaJP441JP441&biw=1280&bih=810&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=W9cMQsdws0EipM:&imgrefurl=http://yaplog.jp/rochirico/image/365&docid=dSe_v8rRh9WGnM&imgurl=http://img.yaplog.jp/img/09/pc/r/o/c/rochirico/0/396.jpg&w=430&h=430&ei=6uXGT7nqBo6bmQXytYGFCw&zoom=1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち、「ちくしふれあいライフサポート」は、地域の皆様に少しでもお役に立ち

たいと願い、行政書士と社会保険労務士の６名で、太宰府市ＮＰＯ・ボランティア

支援センターと協働で平成１９年に活動を始めました。 

今まで約５年間、毎月１回、第２日曜日に「暮らしの悩み無料相談会」を太宰府

市いきいき情報センターで行って参りました。また、同支援センターのまちづくり

実践講座としてセミナーを毎年６回行って参りました。 

高齢化社会の中で私たちの身の回りには、多くの複雑で困難な問題があります。

遺言、相続、成年後見、財産管理、住居の問題、家族の問題、夫婦の問題、消費者

トラブル、社会保険などいろいろな悩みごとがあります。また、障がいのある方や

その家族の方の法務相談や手続、このような問題のご相談に応じています。今後は

ＮＰＯ法人の各種の手続相談についても対応していきたいと考えています。相談日

には、お気軽にご来場下さい。 

相談者の心配ごとが少しでも良い方向に進み、問題解決の糸口がつかめたらと思

いながらお話を伺っています。相談者が説明を受けた際、納得され、ほっとした表

情をされたとき、少しはお役に立てたかなと思い、相談員としての喜びがあります。 

相談員は、相談内容について固く秘密を守らなければなりません。私たちを信頼し

て頂き、安心してご相談ください。 

今年度から講座名が「ライフサポートあんしん講座」に変わりました。引き続き

毎月第２日曜日に太宰府市いきいき情報センターにて「無料相談会」を行う予定で

す。詳細については、太宰府市の広報にて毎月ご案内しています。どうぞよろしく

お願い致します。 

       行政書士グループ「ちくしふれあいライフサポート」 

 

 

絆創幸２ 伝えあおう！ 

～人をつなぎ・命を守る～ 
 

日時：平成 24 年 7 月 8 日（日）13:00～15:30 
場所:いきいき情報センター ２Ｆ多目的ホール 
 
歯科医師、薬剤師のお立場で宮城県南三陸町に支援
に行かれたお二人に、感じてこられたことをお話し
いただき、医療・防災・地域連携など災害時の対応
を学び、日頃の備えを考えます。 
 
主催：協働わーくす エ・コラボ 
共催：太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター 

当センターより 

定休日変更のお知らせ 

 

平成 24 年 6 月～平成 25 年 3 月ま

で試行期間として定休日を、以下

のように変更します。 

 
毎週日曜日・祝日 

毎月最終水曜日 

8 月 13 日～8 月 15 日 

12 月 28 日～1 月 4 日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申し込み・問い合わせは 「太宰府市ＮＰО・ボランティア支援センター」にお願いします。 
太宰府市五条三丁目１番１号  いきいき情報センター １階 

平 日 １０：００～１８：００   土曜日 １２：００～１８：００ 

（休業日 毎週日曜日、祝日、毎月最終水曜日、8 月 13 日～15 日、12 月 28 日～１月４日） 

電   話 092-918－3633   ﾌｧｯｸｽ 092-918－3644  

E-mail  dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp 

H P  http：//dazaifu-volusen.sakura.ne.jp/ 

 

私は、「人の役に立ちたい、自分の視野を広げたい」という思い 

で、ボランティア支援センターに紹介してもらったボランティアに 

参加させてもらいました。 

   「人の役に立ちたい」という思いは昔からあり、将来福祉関係の仕

事がしたくて、今の大学に進学しました。しかし、大学の講義を受け、アルバ

イトの経験をしていくうちに、将来本当はどんな仕事がしたいのか迷ってしま

いました。 

人の役に立ちたいという根本的な考えは変わりませんが、どういう形で役に

立つのか、どんな職業が自分に向いているのか。それを見つけるには、いろん

な経験や知識だとか、もっと広い視野を持たなくちゃいけないと私は思ってい

ます。ボランティアの経験というのは、このいろんな経験や知識・広い視野に

つながるものだと思います。ボランティアに実際に参加してみて、楽しい時も

あれば、こうしておけばよかったと思う時もあります。ただ、ボランティアの

経験は絶対無駄ではなかったし、いろんな人の考えに触れることができまし

た。大学での生活は、本当にあっという間です。今だからこそ、できる事もあ

ると思います。その一つがボランティアだと思うし、これから 

も興味がわきそうなボランティアがあれば参加してみたいな 

と思います。 

福岡医療福祉大学 3 年 大石 陵介  

カウンセリング基礎講座を受講して 

 
 吉田久美子先生のカウンセリング基礎講座に参加して、「伝えることの難しさ」
について学んだ。先ほど会ったばかりのよく知らない人とパートナーになり、お互
いに自己紹介をすることになったが、自己紹介がうまくできないうえに、ほとんど
の人が相手の名前・住所など正確な事を覚えていない。しかし、少しやり方を変え
てみると、真剣に話を聞き合い、持ち時間の 2 分後には笑顔で拍手し合い、満足そ
うな笑顔があふれていた。今回の講座で自分らしさを学び、魅力ある言葉で伝える
方法を学んだ。今後どんな出会いと発見が待っているか、楽しみだ。 

樋口 軍時  

 



 

人に寄り添う“手当て”。セラピューティック・ケアは、優しく撫でることで

心と身体に癒しをもたらすメンタルケアです。「痛いの痛いの飛んでいけー」と

お母さんがそっと撫でてくれた手の温かさは、それだけで痛みを和らげてくれた

ものでした。主に病人や高齢者の癒しを目的として英国赤十字社で開発されたケ

アですが、太宰府市の小・中学校の総合学習をはじめ、教育の現場にも取り入れ

ていただいています。「中３の息子にハンドケアをしてもらう日がくるなんて夢

にも思っていませんでした」という母親の喜びの声。福祉施設訪問の体験授業で

は、高齢者の方々の笑顔に出会えます。短時間でコミュニケーションが取れる、   

このケアは、ボランティア体験としても大きな効果を得られます。セラピューテ 

ィック・ケアの無料体験講習会が、6 月 15 日（金） 

10 時より、いきいき情報センターで開かれます。 

また五条の「サロン華」でも体験していただけます。 

ぜひお出かけください。 

 日本セラピューティック・ケア協会 

理事長 秋吉 美千代  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 場所 講座名 講師など 参加費 

6/9(土) 

14:00～16:00 

206・ 

207号室 

カウンセリング基礎講座 

「自分を伝えよう」 
吉田 久美子 100円 

6/23(土) 

15:00～17:00 
208号室 

災害ボランティア講座 

「災害救援の全体像」 

福岡県 

社会福祉協議会 
無料 

7/8(日) 

13:00～16:00 
208号室 

ライフサポートあんしん講座 

「相続及び遺言の実務的事例」 

行政書士 

田浦 英紹 
無料 

7/14(土) 

10:30～12:00 
201号室 

コーディネーター育成講座(中級) 

「グループをまとめるコツ」 

吉田 久美子 

松澤 秀樹 
100円 

7/14(土) 

14:00～16:30 
201号室 

コーディネーター育成講座(初級) 

「絶対的選択と相対的選択」 

吉田 久美子 

松澤 秀樹 
100円 

7/28(土) 

15:00～17:00 
208号室 

災害ボランティア講座 

「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとは」 

防宰ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 
無料 

 



 


